
図書館的話題・パスファインダー
　｢パスファインダー｣とは、何か調べたいときにどん

な資料に載っているのかなど、調べ方を案内してくれ
るものです。事典類はもちろん、図書や雑誌、関連す
るサイトなど、基本的な学習から発展的な学習へとつ
ながるように、資料を紹介しています。
　本学図書館では、作成したパスファインダーをホー
ムページでも公開しています｡学生向けなので､福祉・
栄養・看護に関するテーマが多いのですが、一般の皆
さまも関心のあるテーマがあればご一読ください。
　なお、紹介しているパスファインダーのうち、学内
専用のものも一部ありますが、ご了承ください。

大学図書館にはこんな本があります
　～～哲学に関する入門的図書～～

『哲学ってどんなこと？　とっても短い哲学入門』
　　トマス・ネーゲル著、岡本裕一朗ほか訳　昭和堂
『哲学のモノサシ』　西研　ＮＨＫ出版
『哲学大図鑑』　ウィル・バッキンガム　三省堂

●市立大学図書館休館のお知らせ
　12月27日(土)～１月５日(月)
●問い合わせ　名寄市立大学図書館　  01654②4199
　　　　　　　   本館：内線3114　分館：内線2200
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　今、世界で乳幼児の保育が注目されています。保育の場での遊びや、友だちとの交流で育つ、好奇心やコ

ミュニケーションの意欲がとても大事だとわかったからです。

　来年４月から始まる｢子ども・子育て支援新制度｣はそうした豊かな保育を保障するものなのでしょうか。

子どもの視点で考えます。

名寄市立大学道北地域研究所　市民公開講座

●と　き　12月17日(水)　18：00～20：00

●ところ　名寄市立大学　本館３階　321教室

●テーマ　｢子どもの視点から子ども・子育て支援新制度を考える｣

●講　師　福島大学教授　大宮 勇雄氏

●参加費　無料（事前申込不要）

●問い合わせ　名寄市立大学道北地域研究所　 01654②4194（内線2101）
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